
 

 

足立区教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足立区立栗原北小学校   校長名 石川 雅章 

  

 

        江戸東京野菜である千住ねぎは、一度途絶えて栽培が行われなくなった。本校では、その種

子をもらい受け。毎年 4 年生が千住ネギを栽培し、種子を引き継いできた。千住ネギを育て、

家庭で食することで、命を引き継ぐ意味や持続可能な農業について考える機会とする。 

 

 

 

SDGｓ 

ロゴ 

取組,１  引き継ぐ伝統～千住ねぎの栽培を通して～ 

                            

 

 

        いじめや不登校の早期発見、組織的な対応、また、副籍交流を通して不平等のない社会を目 

指す。中学校と一貫して大人への第一歩「かみきそあじ」に取り組む。学校運営協議会と連 

携して読書マラソンに取り組み、語彙力を高め、コミュニケーション能力や社会性を育む。 

 

 

SDGｓ 

ロゴ 

取組,２  チーム栗北、オール栗北 

                          

 

 

        ゴミの分別や牛乳パックのリサイクル、奉仕活動を通してつくる・つかう責任について考え 

る機会とする。また、給食の残菜を減らす取り組みや、リサイクル・リユースをテーマにし 

た展覧会の共同作品制作等を通して、３R について考える機会とする。 

 

 

 

SDGｓ 

ロゴ 

取組,３  ３R～ゴミをできるだけ出さない社会の一員として～ 

                             

 

 

         四季折々に花が咲き農園をカラフルに彩っている。入学式の際には、現 1 年生が育てた鉢

で花道を飾り、花壇で咲いたチューリップの球根を次年度へと引き継いでいる。全学年が

農園に関わることで、植物に親しむ心を育て、美しく住みやすい街づくりを目指す。 

 

 

 

SDGｓ 

ロゴ 

取組,４  花いっぱい 

                           


